
(57)【要約】

【課題】操作性に優れ、長時間の手術においても指が痺

れることはなく、また構造も簡単な超音波凝固切開装置

を提供することにある。

【解決手段】グリップ５を把持する片手の親指の指先で

回動操作が可能な指掛け部を有し、回動することにより

可動刃１４２の開閉操作を行う可動操作ハンドル１４を

備え、上記可動操作ハンドル１４を上記親指で操作する

ときの力点が、上記可動操作ハンドル１４の回動中心よ

りも上記片手の親指を除く指で把持される上記グリップ

５の把持領域側に片寄って位置すると共に、その力点の

作用方向が操作部２に接離する方向になるように、上記

可動操作ハンドル１４の回動中心を設けた。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 超 音 波 を 発 生 す る 振 動 子 を 内 蔵 し た 操 作 部 と 、
　 上 記 振 動 子 か ら の 超 音 波 振 動 を 伝 達 す る 振 動 伝 達 部 材 と 、
　 上 記 操 作 部 に 設 け ら れ 片 手 の 親 指 を 除 く 指 で 把 持 で き る 握 持 面 を 有 し た 操 作 部 保 持 用 グ
リ ッ プ と 、
　 上 記 振 動 伝 達 部 材 の 先 端 に 設 け ら れ た プ ロ ー ブ と 、
　 上 記 プ ロ ー ブ に 対 し て 接 離 す る よ う に 開 閉 動 作 を 行 う ク ラ ン プ 部 材 と 、
　 上 記 グ リ ッ プ と の 間 に 上 記 操 作 部 を 配 置 す る と と も に 上 記 グ リ ッ プ を 把 持 す る 片 手 の 親
指 の 指 先 で 回 動 操 作 が 可 能 な 指 掛 け 部 を 有 す る 可 動 操 作 ハ ン ド ル で あ っ て 、 上 記 親 指 の 指
先 で 所 定 の 方 向 に 回 動 操 作 す る こ と に よ り 上 記 ク ラ ン プ 部 材 の 開 閉 操 作 を 行 う 可 動 操 作 ハ
ン ド ル と 、 を 備 え 、
　 上 記 可 動 操 作 ハ ン ド ル を 上 記 親 指 で 操 作 す る と き の 力 点 が 、 上 記 可 動 操 作 ハ ン ド ル の 回
動 中 心 よ り も 上 記 片 手 の 親 指 を 除 く 指 で 把 持 さ れ る 上 記 グ リ ッ プ の 把 持 領 域 側 に 片 寄 っ て
位 置 す る と 共 に 、 そ の 力 点 の 作 用 方 向 が 、 上 記 操 作 部 に 接 離 す る 方 向 に な る よ う に 、 上 記
可 動 操 作 ハ ン ド ル の 回 動 中 心 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 凝 固 切 開 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 　 本 発 明 は 、 例 え ば 、 体 腔 内 に 挿 入 し 、 生 体 組 織 を 把 持 し て 超 音 波 に よ り 凝 固 ・ 切 開 す
る 超 音 波 凝 固 切 開 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 超 音 波 振 動 に よ っ て 、 生 体 組 織 を 切 開 し た り 、 凝 固 し た り す る 外 科 用 器 具 と し て
、 例 え ば 、 特 許 文 献 １ の よ う に 、 超 音 波 振 動 す る プ ロ ー ブ と ク ラ ン プ 部 材 で 生 体 組 織 を 挟
み 込 み な が ら 超 音 波 振 動 に よ り 凝 固 切 開 処 理 を 行 う も の が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 以 上 の 超 音 波 凝 固 切 開 装 置 は 体 腔 内 に 挿 入 す る 挿 入 部 の 先 端 に プ ロ ー ブ と ク ラ ン プ 部 材
を 設 け 、 手 元 側 操 作 部 に は そ の 挿 入 部 の 長 手 軸 方 向 に 略 直 角 な 同 側 方 へ 向 け て 、 固 定 ハ ン
ド ル と 可 動 操 作 ハ ン ド ル の 両 方 を 突 き 出 し 、 固 定 ハ ン ド ル を 片 手 で 把 持 し な が ら 、 そ の 手
の 親 指 で 可 動 操 作 ハ ン ド ル を 回 動 し 、 上 記 ク ラ ン プ 部 材 を 開 閉 さ せ る よ う に な っ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 Ｕ Ｓ Ｐ 第 ５ ， ３ ２ ２ ， ０ ５ ５ 号 明 細 書
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 と こ ろ で 、 従 来 の 超 音 波 凝 固 切 開 装 置 は 主 に 膜 状 の 生 体 組 織 や 実 質 臓 器 な ど を 凝 固 ・ 切
開 す る 処 置 を 行 う こ と を 目 的 と し て お り 、 比 較 的 大 き い 生 体 組 織 部 を 処 置 対 象 と す る こ と
が 多 い 。 こ の た め 、 可 動 操 作 ハ ン ド ル の ス ト ロ ー ク が 大 き く な り 、 ま た 、 挿 入 部 の 長 手 軸
方 向 に 略 直 角 な 同 側 方 へ 向 け て 突 き 出 し た 固 定 ハ ン ド ル と 可 動 操 作 ハ ン ド ル の 両 方 に わ た
り 片 手 の 指 を 掛 け て 可 動 操 作 ハ ン ド ル を 操 作 す る た め に 安 定 性 に 欠 け 、 操 作 の 際 に お い て
、 挿 入 部 の 先 端 に 設 け た ク ラ ン プ 部 材 と プ ロ ー ブ が 振 れ や す い 。 す な わ ち 、 両 ハ ン ド ル の
形 態 が 操 作 上 、 必 ず し も 適 切 な も の で は な く 、 可 動 操 作 ハ ン ド ル を 操 作 し て 、 繊 細 な 凝 固
・ 切 開 を 行 う こ と が 難 し い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 固 定 ハ ン ド ル と 可 動 操 作 ハ ン ド ル の 指 掛 け 部 を リ ン グ 状 の も の と し 、 術 者 が 指 を
入 れ て 操 作 す る よ う に し た も の で あ っ て も 固 定 ハ ン ド ル と 可 動 操 作 ハ ン ド ル の 位 置 が 挿 入
部 の 長 手 軸 方 向 か ら 略 直 角 な 側 方 に 片 寄 っ て い る た め に 安 定 性 が 悪 く 、 特 に 長 時 間 の 手 術
の と き に は 指 が 痺 れ て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 上 記 事 情 に 着 目 し て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 操 作 性 に 優
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れ 、 長 時 間 の 手 術 に お い て も 指 が 痺 れ る こ と の な い 超 音 波 凝 固 切 開 装 置 を 提 供 す る こ と に
あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 超 音 波 を 発 生 す る 振 動 子 を 内 蔵 し た 操 作 部 と 、 上 記 振 動 子 か ら の 超 音 波 振 動
を 伝 達 す る 振 動 伝 達 部 材 と 、 上 記 操 作 部 に 設 け ら れ 片 手 の 親 指 を 除 く 指 で 把 持 で き る 握 持
面 を 有 し た 操 作 部 保 持 用 グ リ ッ プ と 、 上 記 振 動 伝 達 部 材 の 先 端 に 設 け ら れ た プ ロ ー ブ と 、
上 記 プ ロ ー ブ に 対 し て 接 離 す る よ う に 開 閉 動 作 を 行 う ク ラ ン プ 部 材 と 、 上 記 グ リ ッ プ と の
間 に 上 記 操 作 部 を 配 置 す る と と も に 上 記 グ リ ッ プ を 把 持 す る 片 手 の 親 指 の 指 先 で 回 動 操 作
が 可 能 な 指 掛 け 部 を 有 す る 可 動 操 作 ハ ン ド ル で あ っ て 、 上 記 親 指 の 指 先 で 所 定 の 方 向 に 回
動 操 作 す る こ と に よ り 上 記 ク ラ ン プ 部 材 の 開 閉 操 作 を 行 う 可 動 操 作 ハ ン ド ル と 、 を 備 え 、
上 記 可 動 操 作 ハ ン ド ル を 上 記 親 指 で 操 作 す る と き の 力 点 が 、 上 記 可 動 操 作 ハ ン ド ル の 回 動
中 心 よ り も 上 記 片 手 の 親 指 を 除 く 指 で 把 持 さ れ る 上 記 グ リ ッ プ の 把 持 領 域 側 に 片 寄 っ て 位
置 す る と 共 に 、 そ の 力 点 の 作 用 方 向 が 、 上 記 操 作 部 に 接 離 す る 方 向 に な る よ う に 、 上 記 可
動 操 作 ハ ン ド ル の 回 動 中 心 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 凝 固 切 開 装 置 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 ク ラ ン プ 部 を 開 閉 す る 上 記 可 動 操 作 ハ ン ド ル を 指 で 操 作 す る 力 点 が 、
そ の 可 動 操 作 ハ ン ド ル の 回 動 中 心 よ り も 操 作 部 の グ リ ッ プ 側 に 片 寄 っ て 位 置 す る と 共 に 、
そ の 力 点 の 作 用 方 向 が 、 上 記 本 体 部 の 略 中 央 に 向 か っ て 接 離 す る 方 向 に な る 。 従 っ て 、 操
作 性 に 優 れ 、 長 時 間 の 手 術 に お い て も 指 が 痺 れ る こ と は な く 、 ま た 、 操 作 部 を 把 持 し 易 く
、 か つ 簡 単 な 構 造 の も の と な る と い う 効 果 が 得 ら れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 （ 第 １ 実 施 形 態 ）
　 図 １ 及 び 図 ２ は 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 を 示 し 、 図 １ は そ の 超 音 波 凝 固 切 開 装 置 の 全 体 構
成 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 超 音 波 凝 固 切 開 装 置 １ は 、 操 作 部 ２ と 、 こ の 操 作 部 ２ に 接 続 し て 設 け ら れ た 挿 入 部 ３ と
、 こ の 挿 入 部 ３ の 先 端 部 に 設 け ら れ た ク ラ ン プ 部 と し て の 処 置 部 ４ と か ら 構 成 さ れ て い る
。
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 操 作 部 ２ に は 術 者 が 片 手 の 親 指 以 外 の 指 に よ っ て 握 持 し 、 操 作 部 ２ を 保 持 す る た め
の グ リ ッ プ ５ が 設 け ら れ て い る 。 こ の グ リ ッ プ ５ の 前 端 側 部 分 に は 回 転 ノ ブ ６ を 介 し て 上
記 挿 入 部 ３ を 構 成 す る シ ー ス ７ が 設 け ら れ て い る 。 こ の シ ー ス ７ の 内 部 に は 超 音 波 振 動 を
先 端 の プ ロ ー ブ に 伝 達 す る 振 動 伝 達 部 材 ８ と ク ラ ン プ 部 材 を 操 作 す る 操 作 棒 ９ と が 挿 通 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 記 シ ー ス ７ の 先 端 部 に は 振 動 伝 達 部 材 ８ の 延 長 先 端 部 に よ っ て 形 成 さ れ た 固 定 刃 （ プ
ロ ー ブ ） １ ０ と 、 上 記 操 作 棒 ９ に よ っ て 操 作 さ れ る 可 動 刃 １ １ が 設 け ら れ て い る 。 上 記 可
動 刃 １ １ は シ ー ス ７ の 先 端 部 内 に 嵌 め 込 ま れ る ジ ョ ー 保 持 部 材 １ ２ に 枢 着 さ れ て い る 。 そ
し て 、 前 後 に 移 動 す る 上 記 操 作 棒 ９ の 動 作 に よ っ て 回 動 さ せ ら れ 、 超 音 波 振 動 す る 固 定 刃
１ ０ に 対 し て 接 離 す る 開 閉 動 作 を 行 う よ う に な っ て い る 。 こ れ に よ り 、 上 記 固 定 刃 １ ０ と
上 記 可 動 刃 １ １ は そ の 間 に 生 体 組 織 を 挟 み 込 む ク ラ ン プ 部 と し て の 処 置 部 ４ を 構 成 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 記 操 作 部 ２ に は 円 筒 状 の 振 動 子 カ バ ー １ ３ に よ っ て 覆 わ れ た 超 音 波 振 動 子 　 （ 図 示 し
な い ） が 設 け ら れ 、 こ の 振 動 子 カ バ ー １ ３ を 本 体 部 と し た 超 音 波 振 動 子 ユ ニ ッ ト を 構 成 す
る 。 こ の 超 音 波 振 動 子 ユ ニ ッ ト の 超 音 波 振 動 子 で 発 生 し た 超 音 波 振 動 は 振 動 伝 達 部 材 ８ を
介 し て 固 定 刃 （ プ ロ ー ブ ） １ ０ に 伝 達 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
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　 と こ ろ で 、 上 記 グ リ ッ プ ５ は 振 動 子 カ バ ー １ ３ に 沿 っ て そ の 振 動 子 カ バ ー １ ３ の 下 面 部
を 包 み 込 ん で 覆 う カ バ ー 状 に 形 成 さ れ て い る 。 こ の グ リ ッ プ ５ は ハ ン ド ル 部 の 固 定 ハ ン ド
ル を 兼 ね る も の で あ り 、 そ の グ リ ッ プ ５ の 指 を 当 て る 握 持 面 は 操 作 部 ２ の 円 筒 状 の 振 動 子
カ バ ー １ ３ に 沿 っ て 平 行 に 形 成 さ れ て い る 。 グ リ ッ プ ５ の 部 分 を 片 手 の 親 指 を 除 く 他 の 指
に よ っ て 握 持 し 、 操 作 部 ２ を 片 手 で 保 持 す る こ と が で き る 。 こ の と き 、 操 作 部 ２ の 本 体 部
は グ リ ッ プ ５ と 可 動 操 作 ハ ン ド ル １ ４ の 間 に 位 置 し 、 か つ 上 記 振 動 子 カ バ ー （ 本 体 部 ） １
３ が 上 記 グ リ ッ プ ５ を 把 持 す る 手 の 掌 の 中 に 位 置 す る 。 上 記 グ リ ッ プ ５ は 後 述 す る 可 動 操
作 ハ ン ド ル １ ４ と 共 に ハ ン ド ル ユ ニ ッ ト を 構 成 す る 。 こ の ハ ン ド ル ユ ニ ッ ト は 上 記 超 音 波
振 動 子 ユ ニ ッ ト に 着 脱 自 在 に 装 着 さ れ 、 ス ト ッ パ 片 １ ９ を 利 用 し て 上 記 超 音 波 振 動 子 ユ ニ
ッ ト に 固 定 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 記 可 動 操 作 ハ ン ド ル １ ４ は 上 記 グ リ ッ プ ５ の 前 端 部 に 配 設 し た 支 点 Ｐ を 中 心 と し て 回
動 自 在 で あ り 、 こ の 可 動 操 作 ハ ン ド ル １ ４ の 作 用 端 （ 点 ） に は 係 止 ノ ブ １ ５ の 軸 部 が 貫 通
す る 状 態 で 回 転 自 在 に 取 着 さ れ て い る 。 こ の 係 止 ノ ブ １ ５ の 軸 部 の 内 端 に は 係 止 爪 （ 図 示
し な い ） が 設 け ら れ て お り 、 こ の 係 止 爪 は 上 記 操 作 棒 ９ の 後 端 が 取 着 さ れ た ロ ー タ （ 図 示
し な い ） に 形 成 し た 周 回 溝 に 嵌 り 込 ん で 係 止 し 、 可 動 操 作 ハ ン ド ル １ ４ を 回 動 し た と き 、
上 記 ロ ー タ を 前 後 に 移 動 さ せ て こ れ に 一 体 的 に 接 続 し た 上 記 操 作 棒 ９ を 前 後 に 移 動 操 作 す
る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 上 記 係 止 ノ ブ １ ５ の 軸 部 に は 可 動 操 作 ハ ン ド ル １ ４ の 貫 通 孔 に 形 成 し た 雌 ね じ 部 に 螺 合
す る 雄 ね じ 部 が 形 成 さ れ て お り 、 両 者 を ね じ 込 む こ と に よ り 係 止 爪 が ロ ー タ の 周 回 溝 に 嵌
り 込 ん で 係 止 す る 位 置 に ロ ッ ク で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 図 ２ （ ａ ） （ ｂ ） で 示 す よ う に 、 可 動 操 作 ハ ン ド ル １ ４ の 操 作 力 点 に 位 置 す る 指
掛 け 部 １ ８ の 表 面 は 上 記 グ リ ッ プ ５ を 把 持 す る 手 の 親 指 １ ６ を 掛 け る も の で あ り 、 そ の 表
面 に は 親 指 １ ６ の 滑 り 止 め の リ ブ １ ７ が 設 け ら れ て い る 。 可 動 操 作 ハ ン ド ル １ ４ の 操 作 力
点 は そ の 回 動 中 心 よ り も 手 元 側 に 位 置 し て あ り 、 操 作 力 点 に 加 わ る 力 の 作 用 方 向 は 上 記 グ
リ ッ プ ５ に 接 近 及 び 離 反 す る 方 向 に 向 く 。 す な わ ち 上 記 可 動 操 作 ハ ン ド ル １ ４ を 親 指 で 操
作 す る 力 点 は そ の 可 動 操 作 ハ ン ド ル １ ４ の 回 動 中 心 よ り も 操 作 部 ２ の グ リ ッ プ ５ 側 に 片 寄
っ て 位 置 す る と 共 に 、 そ の 力 点 の 作 用 方 向 が 上 記 本 体 部 の 略 中 央 に 向 か っ て 接 離 す る 方 向
に な る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 さ ら に 、 こ の 実 施 形 態 で は 可 動 操 作 ハ ン ド ル １ ４ を 親 指 で
操 作 す る 力 点 の 作 用 方 向 が 上 記 グ リ ッ プ ５ に 向 か っ て 接 離 す る 方 向 に な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 次 に 、 こ の 第 １ 実 施 形 態 の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。 ま ず 、 片 手 の 人 差 し 指 か ら 小 指 ま で
の ４ 本 の 指 で 、 グ リ ッ プ ５ を 握 り 、 操 作 部 ２ を 保 持 す る 。 ま た 、 同 じ 手 の 親 指 １ ６ を 上 記
可 動 操 作 ハ ン ド ル １ ４ の 指 掛 け 部 １ ８ に 掛 け て 接 触 さ せ る 。 そ し て 図 ２ （ ｂ ） に 示 す 矢 印
の 方 向 に 可 動 操 作 ハ ン ド ル １ ４ を 押 し 上 げ る と 、 そ の 可 動 操 作 ハ ン ド ル １ ４ が 回 動 支 点 Ｐ
を 中 心 と し て 回 動 し 、 操 作 棒 ９ を 介 し て 可 動 刃 １ １ が 固 定 刃 １ ０ に 対 し て 開 く 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の よ う に し て 開 い た 処 置 部 ４ の 可 動 刃 １ １ と 固 定 刃 １ ０ の 間 に 生 体 組 織 を 挟 め る よ う
に 配 置 し 、 可 動 操 作 ハ ン ド ル １ ４ の 指 掛 け 部 １ ８ を 図 ２ （ ａ ） に 示 す 矢 印 の 方 向 に 親 指 １
６ を 押 し 込 む と 、 操 作 棒 ９ を 介 し て 可 動 刃 １ １ が 閉 じ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の 状 態 で 、 超 音 波 振 動 子 を 発 振 さ せ る と 、 超 音 波 振 動 は 振 動 伝 達 部 材 ８ を 介 し て プ ロ
ー ブ の 固 定 刃 １ ０ に 伝 達 さ れ 、 そ の 固 定 刃 １ ０ の 振 動 に よ り 生 体 組 織 が 凝 固 ・ 切 開 さ れ る
。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 回 転 ノ ブ ６ を 回 転 さ せ る と 、 固 定 刃 １ ０ 及 び 振 動 子 カ バ ー １ ２ の 中 心 軸 を 中 心 と
し て 、 シ ー ス ７ 、 固 定 刃 １ ０ 及 び 可 動 刃 １ １ の 部 分 が 回 転 ノ ブ ６ の 回 転 に 追 随 し て 一 体 的
に 回 転 す る 。
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【 ０ ０ ２ ２ 】
　 （ 第 ２ 実 施 形 態 ）
　 図 ３ は 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 を 示 し 、 前 述 し た 第 １ の 実 施 形 態 と 同 一 構 成 部 分 は 同 一 番
号 を 付 し て そ の 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 実 施 形 態 は 可 動 操 作 ハ ン ド ル １ ４ の 指 掛 け 部 １ ８ の 内 側 に 振 動 子 カ バ ー １ ３ と 指 掛 け
部 １ ８ の 間 に 介 在 す る Ｕ 字 状 の 板 バ ネ か ら な る 弾 性 体 ２ １ を 設 け た も の で あ る 。 そ し て 、
こ の 弾 性 体 ２ １ に よ り 可 動 刃 １ １ を 開 く 向 き 、 つ ま り 可 動 操 作 ハ ン ド ル １ ４ を 外 方 に 向 け
て 弾 性 的 に 付 勢 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 親 指 １ ６ を 指 掛 け 部 １ ８ か ら 離 す と 、 弾 性 体 ２ １ の 弾 性 力 に よ り 指
掛 け 部 １ ８ が 振 動 子 カ バ ー １ ３ か ら 離 れ る 方 向 に 移 動 し て そ の 向 き に 可 動 操 作 ハ ン ド ル １
４ を 回 動 す る た め 、 可 動 刃 １ １ が 自 動 的 に 開 く 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 （ 第 ３ 実 施 形 態 ）
　 図 ４ （ ａ ） （ ｂ ） は 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 を 示 し 、 第 １ 実 施 形 態 と 同 一 構 成 部 分 は 同 一
番 号 を 付 し て そ の 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 実 施 形 態 は 可 動 操 作 ハ ン ド ル １ ４ に グ リ ッ プ ５ の 下 方 へ 突 出 す る 第 ２ の 指 掛 け 部 ２ ０
を 一 体 に 連 設 し た も の で あ る 。 こ の 第 ２ 指 掛 け 部 ２ ０ の 回 動 半 径 は 前 述 し た 第 １ 指 掛 け 部
１ ８ の 回 動 半 径 よ り も 短 い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 親 指 １ ６ に よ っ て 第 １ 指 掛 け 部 １ ８ を 押 す こ と に よ り 、 可 動 刃 １ １
が 閉 じ る 。 一 方 、 凝 固 ・ 切 開 後 、 第 ２ 指 掛 け 部 ２ ０ に 人 差 し 指 ２ ２ を 掛 け て 、 手 元 側 に 引
く こ と に よ り 可 動 刃 １ １ が 開 く 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 上 記 第 １ 乃 至 第 ３ 実 施 形 態 に よ れ ば 、 超 音 波 凝 固 切 開 装 置 １ の グ リ ッ プ ５ を 掌 全 体 で 握
れ る た め 、 シ ー ス ７ の 先 端 部 に 設 け ら れ た 固 定 刃 １ ０ 、 可 動 刃 １ １ が ぶ れ な い 。 こ の た め
、 可 動 操 作 ハ ン ド ル １ ４ の 操 作 に 集 中 し て 行 え る 。 従 っ て 、 繊 細 な 凝 固 ・ 切 開 の 操 作 が 可
能 と な る 。 ま た 、 操 作 部 ２ の 中 心 軸 が 握 持 中 心 に な り 、 グ リ ッ プ ５ と 可 動 操 作 ハ ン ド ル １
４ の 間 に 操 作 部 ２ の 本 体 部 が 位 置 す る 形 に な る た め 、 よ り 安 定 し た 状 態 で 操 作 部 ２ を 把 持
し な が ら 、 可 動 操 作 ハ ン ド ル １ ４ の 操 作 を 行 う こ と が で き る 。 従 っ て 、 ハ ン ド ル 操 作 中 に
挿 入 部 ２ の 振 れ が 少 な く な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 特 に 第 ３ 実 施 形 態 の 構 成 に よ る と 、 凝 固 ・ 切 開 の 後 、 第 ２ 指 掛 け 部 ２ ０ を 人 差 し 指 ２ ２
で 引 く こ と に よ り 可 動 刃 １ １ を 開 く た め 、 可 動 刃 １ １ を 開 く 操 作 が 楽 で あ り 、 親 指 １ ６ の
疲 労 が 少 な い 。 第 ２ 指 掛 け 部 ２ ０ の 回 動 半 径 は 前 述 し た 第 １ 指 掛 け 部 １ ８ の 回 動 半 径 よ り
も 短 い た め 、 可 動 刃 １ １ の 開 く 速 度 が 速 く な っ て 、 剥 離 作 業 が 安 定 し て 素 早 く 行 え る 。 従
っ て 、 細 か い 剥 離 操 作 を 効 率 的 に 行 う こ と が で き る よ う に な る 。 ま た 、 指 掛 け 部 １ ８ と 第
２ 指 掛 け 部 ２ ０ の シ ー ソ ー 運 動 を 繰 り 返 す こ と で 組 織 を 剥 離 す る 操 作 が 容 易 に 行 う こ と が
可 能 に な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 指 掛 け 部 １ ８ 及 び 第 ２ 指 掛 け 部 ２ ０ の 形 状 が リ ン グ 状 で な い た め 、 長 時 間 の 手 術
で も 指 が 疲 れ た り 痺 れ た り す る こ と が な い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 尚 、 上 述 し た 第 １ ～ 第 ３ 実 施 形 態 に お い て 、 グ リ ッ プ ５ や 可 動 操 作 ハ ン ド ル １ ４ な ど の
ハ ン ド ル ユ ニ ッ ト は 超 音 波 振 動 子 ユ ニ ッ ト と は 別 の ユ ニ ッ ト と し て 構 成 し た が 、 両 者 を 一
体 的 に 構 成 し て も よ い 。 例 え ば 、 操 作 部 ２ の 本 体 部 に グ リ ッ プ ５ や 可 動 操 作 ハ ン ド ル １ ４
を 直 接 に 設 け る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
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　 一 方 、 図 ５ ～ 図 １ ２ は 、 第 １ ～ 第 ３ 実 施 形 態 に 共 通 す る 超 音 波 凝 固 切 開 装 置 の 内 部 構 造
を 示 す も の で あ り 、 操 作 部 の ハ ン ド ル 構 造 は 上 述 し た 第 １ ～ 第 ３ 実 施 形 態 の も の と 異 な る
が 、 可 動 刃 を 開 閉 す る 操 作 は 基 本 的 に は 同 じ で あ り 、 以 下 、 そ の 操 作 部 及 び 挿 入 部 の 内 部
構 造 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 す な わ ち 図 ５ に 示 す 超 音 波 凝 固 切 開 装 置 １ ０ ０ は 、 超 音 波 振 動 を 発 生 す る 超 音 波 振 動 子
を 内 蔵 し た ハ ン ド ピ ー ス １ ０ ２ が 配 設 さ れ 、 固 定 操 作 ハ ン ド ル １ ３ １ 及 び 可 動 操 作 ハ ン ド
ル １ ３ ２ を 有 す る 操 作 部 １ ０ ３ と 、 こ の 操 作 部 １ ０ ３ に 配 設 さ れ た 上 記 ハ ン ド ピ ー ス １ ０
２ で 発 生 す る 超 音 波 振 動 で 生 体 組 織 に 対 し て 処 置 を 行 う 超 音 波 振 動 が 伝 達 さ れ る 固 定 部 材
で あ る 固 定 刃 １ ４ １ 及 び こ の 固 定 刃 １ ４ １ に 対 峙 し て 上 記 固 定 刃 １ ４ １ と の 間 で 生 態 組 織
の 把 持 及 び 開 放 を 行 な う ク ラ ン プ 部 材 で あ る 可 動 刃 １ ４ ２ を 有 す る 処 置 部 １ ０ ４ と 、 こ の
処 置 部 １ ０ ４ の 固 定 刃 １ ４ １ に 上 記 ハ ン ド ピ ー ス １ ０ ２ の 振 動 を 伝 達 す る 後 述 す る 振 動 伝
達 部 材 及 び 可 動 操 作 ハ ン ド ル １ ３ ２ に よ る 把 持 あ る い は 開 放 の 動 作 を 上 記 可 動 刃 １ ４ ２ に
伝 達 す る 後 述 す る 伝 達 部 材 と を 覆 う 保 護 部 材 で あ る シ ー ス １ １ １ と で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 上 記 操 作 部 １ ０ ３ の 固 定 操 作 ハ ン ド ル １ ３ １ は 超 音 波 振 動 子 を 内 蔵 す る 筒 状 の も の で あ
っ て 側 面 部 に 窓 部 １ ３ ３ ａ を 形 成 し た 振 動 子 カ バ ー １ ３ ３ に 、 一 体 的 に 装 着 さ れ て い る 。
一 方 、 上 記 可 動 操 作 ハ ン ド ル １ ３ ２ は ハ ン ド ル 支 点 ピ ン １ ３ ４ を 介 し て 上 記 振 動 子 カ バ ー
１ ３ ３ に 回 動 自 在 に 軸 着 さ れ て い る 。 こ の 可 動 操 作 ハ ン ド ル １ ３ ２ に は 、 上 記 振 動 子 カ バ
ー １ ３ ３ 内 に お い て そ の 振 動 子 カ バ ー １ ３ ３ 内 に 挿 入 さ れ る 後 述 す る ロ ー タ ー に 対 し て 着
脱 自 在 に 係 止 す る 係 止 爪 １ ３ ５ ａ を 設 け た 係 止 体 １ ３ ５ が 振 動 子 カ バ ー １ ３ ３ の 窓 部 １ ３
３ ａ か ら 臨 ま れ る 中 心 軸 方 向 に 向 か っ て 回 動 自 在 に 枢 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 上 記 シ ー ス １ １ １ の 操 作 部 側 端 部 に は 回 転 ノ ブ １ １ ２ が 一 体 的 に 固 着 さ れ て い る 。 こ の
回 転 ノ ブ １ １ ２ は 、 上 記 処 置 部 １ ０ ４ を 構 成 す る 可 動 刃 １ ４ ２ 及 び 固 定 刃 １ ４ １ を シ ー ス
１ １ １ や 後 述 す る ロ ー タ ー と 共 に 、 そ の 中 心 軸 ま わ り に 回 動 操 作 す る た め の も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 な お 、 図 ５ に お い て 、 符 号 １ １ ３ は 高 周 波 処 置 用 の 電 源 が 接 続 さ れ る 電 極 プ ラ グ で あ り
、 符 号 １ １ ４ は ハ ン ド ピ ー ス コ ー ド で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 上 記 シ ー ス １ １ １ は 操 作 部 １ ０ ３ を 構 成 す る 振 動 子 カ バ ー １ ３ ３ か ら 着 脱 自 在 に 構 成 さ
れ て お り 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 振 動 子 カ バ ー １ ３ ３ か ら 取 り 外 す こ と が で き る 。 こ の よ う
に 振 動 子 カ バ ー １ ３ ３ か ら シ ー ス １ １ １ を 取 り 外 す こ と に よ り 上 記 固 定 刃 １ ４ １ に 上 記 ハ
ン ド ピ ー ス １ ０ ２ の 超 音 波 振 動 を 伝 達 す る 振 動 伝 達 部 材 で あ る プ ロ ー ブ １ ４ ３ と 、 可 動 操
作 ハ ン ド ル １ ３ ２ か ら の 把 持 動 作 あ る い は 開 放 動 作 を 可 動 刃 １ ４ ２ に 伝 達 す る 動 作 伝 達 部
材 で あ る 操 作 棒 １ ４ ４ と が 外 に 現 れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ の シ ー ス １ １ １ に は 略 小 判 型 の 断 面 形 状 の 透 孔 １ １ １ ａ が 形 成 さ れ て お り 、 こ の 透 孔
１ １ １ ａ に は 上 記 プ ロ ー ブ １ ４ ３ 及 び 操 作 棒 １ ４ ４ が 配 設 さ れ る 。 ま た 上 記 プ ロ ー ブ １ ４
３ 及 び 操 作 棒 １ ４ ４ が シ ー ス １ １ １ の 内 面 に 接 触 す る の を 防 止 す る 保 持 手 段 で あ る 先 端 連
結 具 １ ４ ５ 及 び 複 数 の 連 結 具 １ ４ ６ ， １ ４ ６ も 配 設 さ れ る 。 上 記 プ ロ ー ブ １ ４ ３ 及 び 操 作
棒 １ ４ ４ は 、 上 記 先 端 連 結 具 １ ４ ５ 及 び 複 数 の 連 結 具 １ ４ ６ に 形 成 さ れ て い る 後 述 す る 透
孔 に 挿 通 し て い る 。 こ れ ら 先 端 連 結 具 １ ４ ５ 及 び 複 数 の 連 結 具 １ ４ ６ の 外 形 状 は 上 記 シ ー
ス １ １ １ に 形 成 し た 透 孔 １ １ １ ａ の 断 面 形 状 と 略 同 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。 こ の た め 、 上
記 こ れ ら 先 端 連 結 具 １ ４ ５ 及 び 複 数 の 連 結 具 １ ４ ６ ， １ ４ ６ の 小 判 型 断 面 形 状 の 直 線 部 が
シ ー ス １ １ １ の 透 孔 １ １ １ ａ の 直 線 部 に 当 り 、 透 孔 １ １ １ ａ に 一 体 的 に 配 設 さ れ る の で 、
先 端 連 結 具 １ ４ ５ 及 び 複 数 の 連 結 具 １ ４ ６ ， １ ４ ６ の 回 り 止 め と な る 。 そ し て 、 シ ー ス １
１ １ が 回 転 す る と そ れ に 対 応 し て 先 端 連 結 具 １ ４ ５ 及 び 複 数 の 連 結 具 １ ４ ６ も 一 体 と な っ
て 同 方 向 に 回 転 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
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　 ま た 、 図 １ １ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 上 記 先 端 連 結 具 １ ４ ５ 及 び 連 結 具 １ ４ ６ は 上 記 プ ロ
ー ブ １ ４ ３ の 所 定 の 位 置 に 形 成 し た 溝 部 １ ４ ３ ａ ， １ ４ ３ ｂ に 配 設 さ れ る 。 図 １ １ （ ｃ ）
に 示 す よ う に 、 上 記 プ ロ ー ブ １ ４ ３ の 溝 部 １ ４ ３ ａ ， １ ４ ３ ｂ は 超 音 波 振 動 子 か ら 発 生 す
る 振 動 の 影 響 を 受 け る こ と が な い よ う 、 振 動 波 の 節 に 当 た る 部 分 に 設 け ら れ て い る 。 こ の
プ ロ ー ブ １ ４ ３ と 固 定 刃 １ ４ １ 及 び ホ ー ン １ ２ １ と を 螺 合 接 続 す る た め の 螺 合 部 は 超 音 波
振 動 に よ る 応 力 が 集 中 し な い 振 動 波 の 腹 に 当 た る 部 分 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 一 方 、 図 ６ 及 び 図 ７ で 示 す よ う に 、 上 記 可 動 刃 １ ４ ２ は 先 端 連 結 具 １ ４ ５ に ピ ン １ ４ ７
に よ っ て 回 動 自 在 に 軸 着 さ れ て お り 、 こ の 可 動 刃 １ ４ ２ に は 操 作 棒 １ ４ ４ の 先 端 部 が 連 結
さ れ て い る 。 操 作 棒 １ ４ ４ の 後 端 部 は 上 記 振 動 子 カ バ ー １ ３ ３ の 内 孔 １ ３ ３ ｂ に 挿 通 さ れ
て 上 記 可 動 操 作 ハ ン ド ル １ ３ ２ に 係 止 さ れ て い る 後 述 す る ロ ー タ ー に 接 続 し て い る 。 こ の
た め 、 上 記 可 動 操 作 ハ ン ド ル １ ３ ２ を 固 定 操 作 ハ ン ド ル １ ３ １ 側 へ 回 動 す る 操 作 を 行 う こ
と に よ っ て 操 作 棒 １ ４ ４ が 後 退 し て 上 記 可 動 刃 １ ４ ２ が 固 定 刃 側 へ 移 動 す る 回 動 を 行 う よ
う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 上 記 先 端 連 結 具 １ ４ ５ よ り 突 出 し て い る 固 定 刃 １ ４ １ は 上 記 プ ロ ー ブ １ ４ ３ の 先 端 部 を
直 接 に 利 用 し て 構 成 さ れ る が 、 固 定 刃 １ ４ １ と プ ロ ー ブ １ ４ ３ を 螺 合 接 続 す る こ と に よ っ
て 着 脱 自 在 な 構 成 と し て も よ い 。 ま た 、 プ ロ ー ブ １ ４ ３ の 後 端 部 と 、 ハ ン ド ピ ー ス １ ０ ２
の 先 端 側 に 位 置 す る ホ ー ン １ ２ １ の 先 端 部 と は 螺 合 接 続 に よ っ て 着 脱 自 在 な 構 成 に な っ て
い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 ７ に 示 す よ う に 、 上 記 固 定 刃 １ ４ １ が 連 結 さ れ て い る プ ロ ー ブ １ ４ ３ と 、 上 記 可 動 刃
１ ４ ２ が 連 結 さ れ て い る 操 作 棒 １ ４ ４ と を 含 む プ ロ ー ブ ユ ニ ッ ト は 上 記 操 作 部 １ ０ ３ の ユ
ニ ッ ト か ら 着 脱 自 在 な も の に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 こ の プ ロ ー ブ １ ４ ３ の 後 端 部 と 超 音 波 振 動 子 ユ ニ ッ ト の 先 端 側 に 位 置 す る ホ ー ン １ ２ １
の 先 端 部 と が 螺 合 接 続 さ れ て い る た め 、 上 記 プ ロ ー ブ １ ４ ３ は 、 そ の 螺 合 接 続 を 外 す こ と
に よ っ て 、 操 作 部 １ ０ ３ か ら 容 易 に 取 り 外 せ る よ う に な る 。 ま た 、 ホ ー ン １ ２ １ に 上 記 プ
ロ ー ブ １ ４ ３ を 取 り 付 け る 際 に は 両 者 を 螺 合 に よ っ て 容 易 に 接 続 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 一 方 、 上 記 プ ロ ー ブ ユ ニ ッ ト の 操 作 棒 １ ４ ４ の 後 端 部 分 は ロ ー タ ー １ ４ ８ に ね じ 込 む こ
と に よ り 接 続 さ れ て お り 、 こ の ロ ー タ ー １ ４ ８ は 操 作 部 １ ０ ３ 側 か ら 着 脱 自 在 な 構 成 に な
っ て い る 。 上 記 ロ ー タ ー １ ４ ８ は ホ ー ン １ ２ １ が 挿 通 す る 透 孔 １ ４ ８ ａ を 形 成 し た 管 状 の
部 材 で 形 成 さ れ て お り 、 中 央 周 部 に は 上 記 振 動 子 カ バ ー １ ３ ３ の 内 孔 １ ３ ３ ｂ に 嵌 め 込 ま
れ て 摺 接 可 能 な 凸 出 部 １ ４ ８ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 凸 出 部 １ ４ ８ ｂ の 外 周 に は 上 記 可
動 操 作 ハ ン ド ル １ ３ ２ に 形 成 し た 係 止 体 １ ３ ５ の 係 止 爪 １ ３ ５ ａ が 係 入 す る 溝 部 １ ４ ８ ｃ
が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 振 動 子 カ バ ー １ ３ ３ の 内 孔 １ ３ ３ ｂ に 挿 入 さ れ て い る ロ ー タ ー １ ４ ８ の 溝 部 １ ４ ８ ｃ か
ら 上 記 可 動 操 作 ハ ン ド ル １ ３ ２ の 係 止 体 １ ３ ５ の 係 止 爪 １ ３ ５ ａ を 外 す こ と に よ っ て 、 振
動 子 カ バ ー １ ３ ３ の 内 孔 １ ３ ３ ｂ に 挿 入 さ れ て い る ロ ー タ ー １ ４ ８ を 引 く 抜 き 操 作 部 を 容
易 に 取 り 外 せ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 上 記 ロ ー タ ー １ ４ ８ を 操 作 部 １ ０ ３ に 設 け た 振 動 子 カ バ ー １ ３ ３ に 接 続 す る 際 に は 、 ま
ず 、 操 作 棒 １ ４ ４ の 後 端 部 が 接 続 さ れ て い る ロ ー タ ー １ ４ ８ の 凸 出 部 １ ４ ８ ｂ を 振 動 子 カ
バ ー １ ３ ３ の 透 孔 １ ３ ３ ｂ に 合 わ せ て 挿 入 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 次 に 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 上 記 凸 出 部 １ ４ ８ ｂ に 形 成 さ れ て い る 溝 部 １ ４ ８ ｃ を 振 動 子
カ バ ー １ ３ ３ の 窓 部 １ ３ ３ ａ に 対 向 位 置 さ せ る 。 つ い で 、 上 記 可 動 操 作 ハ ン ド ル １ ３ ２ に
設 け た 回 動 自 在 な 係 止 体 １ ３ ５ を 倒 す よ う に 回 動 さ せ て 、 こ の 係 止 体 １ ３ ５ に 設 け た 係 止
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爪 １ ３ ５ ａ を ロ ー タ ー １ ４ ８ の 溝 部 １ ４ ８ ｃ に 係 入 す る 。 こ れ に よ っ て 、 上 記 ロ ー タ ー １
４ ８ が 操 作 部 １ ０ ３ を 構 成 す る 振 動 子 カ バ ー １ ３ ３ の 内 孔 １ ３ ３ ｂ の 長 手 方 向 及 び 周 方 向
に 対 し て 摺 動 自 在 な 状 態 で 可 動 操 作 ハ ン ド ル １ ３ ２ の 係 止 体 １ ３ ５ に 係 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ま た 、 上 記 ロ ー タ ー １ ４ ８ の 先 端 部 に は 回 転 止 め と し て 凸 部 １ ４ ８ ｄ が 設 け ら れ て い る
。 こ の 凸 部 １ ４ ８ ｄ は 、 組 立 状 態 の と き 、 上 記 回 転 ノ ブ １ １ ２ の 手 元 側 に 位 置 す る 係 合 部
１ １ ２ ａ の 内 周 面 に 形 成 さ れ て い る 係 合 溝 （ 図 示 し な い ） に 係 入 す る よ う に な っ て お り 、
上 記 ロ ー タ ー １ ４ ８ の 凸 部 １ ４ ８ ｄ と 回 転 ノ ブ １ １ ２ と が 一 体 的 に 係 合 し 、 こ の 回 転 ノ ブ
１ １ ２ を 回 動 す る 操 作 に 対 応 し て ロ ー タ ー １ ４ ８ が 回 動 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 な お 、 上 記 ロ ー タ ー １ ４ ８ を 、 振 動 子 カ バ ー １ ３ ３ の 内 孔 １ ３ ３ ｂ の 長 手 方 向 及 び 周 方
向 に 摺 動 自 在 に 係 止 す る 接 続 方 法 と し て は 図 ９ に 示 す よ う に 振 動 子 カ バ ー １ ３ ３ の 上 面 に
形 成 し た 窓 部 １ ３ ３ ａ に 上 記 ロ ー タ ー １ ４ ８ の 溝 部 １ ４ ８ ｃ を 対 向 さ せ 、 こ の 溝 部 １ ４ ８
ｃ に 上 下 方 向 に 移 動 自 在 な 係 止 棒 １ ３ ６ を 下 方 に 移 動 さ せ る こ と に よ り 、 係 止 棒 １ ３ ６ を
溝 部 １ ４ ８ ｃ に 係 入 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 さ ら に 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 可 動 操 作 ハ ン ド ル １ ３ ２ に 係 止 爪 １ ３ ５ ａ と 係 止 用 孔 １
３ ７ ａ 及 び 着 脱 用 孔 １ ３ ７ ｂ と を 設 け 、 上 記 ハ ン ド ル 支 点 ピ ン １ ３ ４ が 可 動 操 作 ハ ン ド ル
１ ３ ２ の 着 脱 用 孔 １ ３ ７ ｂ に 挿 通 し て い る 状 態 か ら 可 動 操 作 ハ ン ド ル １ ３ ２ の 係 止 用 孔 １
３ ７ ａ に 挿 通 し て い る 状 態 に な る ま で 移 動 さ せ て 、 係 止 爪 １ ３ ５ ａ を 溝 部 １ ４ ８ ｃ に 係 入
す る な ど 様 々 な 形 態 が 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 １ １ （ ａ ） 及 び 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 上 記 プ ロ ー ブ １ ４ ３ と 操 作 棒 １ ４ ４ の 両 者 は 先
端 連 結 具 １ ４ ５ 及 び 複 数 の 連 結 具 １ ４ ６ ， １ ４ ６ を 介 し て 着 脱 自 在 に 構 成 さ れ て い る 。 上
記 先 端 連 結 具 １ ４ ５ に は 上 記 可 動 刃 １ ４ ２ 及 び 操 作 棒 １ ４ ４ を 配 設 す る た め の 溝 １ ４ ５ ａ
と 、 上 記 固 定 刃 １ ４ １ 及 び プ ロ ー ブ １ ４ ３ と を 配 設 す る た め の 透 孔 １ ４ ５ ｂ 及 び 着 脱 用 の
ス リ ッ ト １ ４ ５ ｃ と が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ま た 、 上 記 連 結 具 １ ４ ６ に は 上 記 操 作 棒 １ ４ ４ を 挿 入 し て 配 置 す る た め の 細 孔 １ ４ ６ ａ
及 び 着 脱 用 の ス リ ッ ト １ ４ ６ ｂ と 、 上 記 プ ロ ー ブ １ ４ ３ を 配 設 す る た め の 透 孔 １ ４ ６ ｃ 及
び 着 脱 用 の ス リ ッ ト １ ４ ６ ｄ と が 形 成 さ れ て い る 。 上 記 プ ロ ー ブ １ ４ ３ 及 び 操 作 棒 １ ４ ４
が 着 脱 自 在 に 配 設 さ れ る 先 端 連 結 具 １ ４ ５ 及 び 連 結 具 １ ４ ６ は シ リ コ ン な ど 摺 動 性 と 耐 熱
性 と 超 音 波 振 動 吸 収 性 の 高 い フ ッ 素 樹 脂 材 料 で 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 （ 第 ４ 実 施 形 態 ） 　
　 図 １ ３ 及 び 図 １ ４ は 本 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 を 示 し 、 前 述 し た 第 １ 実 施 形 態 と 同 一 構 成 部
分 は 同 一 番 号 を 付 し て そ の 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 本 実 施 形 態 は 、 超 音 波 凝 固 切 開 装 置 １ に お い て 、 処 置 部 ４ の 固 定 刃 １ ０ の 先 端 か ら 振 動
伝 達 部 材 ８ 、 さ ら に 操 作 部 ２ の 超 音 波 振 動 子 の 中 心 を 貫 く 貫 通 孔 （ 図 示 せ ず ） を 形 成 し 、
こ の 貫 通 孔 に よ り 固 定 刃 １ ０ の 先 端 に 開 口 し た 吸 引 口 ２ ０ １ か ら 操 作 部 ２ の 振 動 子 カ バ ー
１ ３ の 手 元 側 後 端 面 に 設 け た 吸 引 口 金 ２ ０ ２ に わ た り 連 通 す る 吸 引 路 （ 図 示 せ ず ） を 形 成
し た も の で あ る 。 吸 引 口 金 ２ ０ ２ に は 図 示 し な い 吸 引 チ ュ ー ブ の 一 端 が 接 続 さ れ る 。 こ の
吸 引 チ ュ ー ブ の 他 端 は 図 示 し な い 外 部 の 吸 引 ポ ン プ や 病 院 内 の 壁 吸 引 器 に 接 続 さ れ る よ う
に な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 そ し て 、 手 術 中 、 超 音 波 凝 固 切 開 装 置 １ を 使 用 し て い る 際 、 不 意 の 出 血 に よ り 術 野 が 血
液 に 浸 っ た 状 態 に な っ た 場 合 や 、 洗 浄 用 生 理 食 塩 水 な ど で 術 野 が 液 体 で 覆 わ れ た 状 態 に な
っ た 場 合 、 吸 引 を 行 う こ と に よ り 先 端 の 吸 引 口 ２ ０ １ か ら 血 液 や 生 理 食 塩 水 を 吸 引 し 、 手
元 側 の 吸 引 口 金 ２ ０ ２ か ら 排 出 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ５ ６ 】
　 固 定 刃 １ ０ の 端 面 を 生 体 組 織 に 接 触 さ せ て 、 超 音 波 を 出 力 す る と 、 固 定 刃 １ ０ が 生 体 組
織 が 破 砕 ， 乳 化 す る 。 そ し て 、 乳 化 し た 組 織 を 上 記 吸 引 口 ２ ０ １ か ら 吸 引 し 、 手 元 側 の 吸
引 口 金 ２ ０ ２ よ り 外 部 に 排 出 で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 超 音 波 凝 固 切 開 装 置 １ を 使 用 中 に 不 意 の 出 血 の 際 に は 別 の 吸 引 器
具 を 使 用 す る こ と な く 、 血 液 を 吸 引 で き 、 出 血 部 位 を 確 認 後 、 超 音 波 凝 固 切 開 装 置 １ の 固
定 刃 （ プ ロ ー ブ ） １ ０ と 可 動 刃 １ １ の 間 に 出 血 部 位 の 周 辺 組 織 を 挟 み 込 み 、 超 音 波 を 出 力
す る と 、 凝 固 で き る た め 、 速 や か に 止 血 で き る 。 血 管 の あ る 脂 肪 組 織 や 実 質 臓 器 を 超 音 波
の 破 砕 ・ 乳 化 作 用 に よ り 乳 化 で き 、 吸 引 口 ２ ０ １ か ら 直 ち に 吸 引 し 、 手 元 側 の 吸 引 口 金 ２
０ ２ か ら 排 出 で き る た め 、 血 管 の 同 定 を 速 や か に 行 な え る 。 さ ら に 、 同 定 し た 血 管 を 凝 固
切 開 で き る た め 、 手 術 が 滞 る こ と な く 進 む 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 以 上 よ り 、 手 術 が 早 く 終 了 で き る た め 、 患 者 の 負 担 が 少 な く な り 、 第 １ 実 施 形 態 の 効 果
に 加 え 、 術 者 の 疲 労 が 軽 減 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 尚 、 本 実 施 形 態 は 第 １ 実 施 形 態 以 外 の 実 施 形 態 に も 同 様 に 適 用 す る こ と が で き る 。 　
　 ま た 、 本 発 明 は 前 述 し た 各 実 施 形 態 の も の に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 前 述 し た 記 載 に
よ れ ば 、 次 の よ う な 事 項 及 び そ れ ら の 事 項 を 任 意 に 組 み 合 わ せ た 事 項 の も の が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 ＜ 付 記 ＞
　 １ ． 超 音 波 を 発 生 す る 振 動 子 を 内 蔵 し た 操 作 部 と 、 こ の 操 作 部 に 設 け ら れ そ の 操 作 部 を
保 持 す る た め の グ リ ッ プ と 、 上 記 振 動 子 か ら の 超 音 波 振 動 を 先 端 に 伝 達 す る 振 動 伝 達 部 材
と 、 こ の 振 動 伝 達 部 材 の 先 端 に 設 け ら れ た プ ロ ー ブ と 、 上 記 プ ロ ー ブ に 対 し て 接 す る 位 置
と 離 れ る 位 置 と で 回 動 す る ク ラ ン プ 部 材 と 、 上 記 操 作 部 に 設 け ら れ 上 記 ク ラ ン プ 部 材 を 開
閉 す る 操 作 を 指 で 行 う 可 動 操 作 ハ ン ド ル を 備 え 、 上 記 可 動 操 作 ハ ン ド ル を 指 で 操 作 す る 力
点 が 、 そ の 可 動 操 作 ハ ン ド ル の 回 動 中 心 よ り も 操 作 部 の 手 元 側 、 つ ま り 上 記 グ リ ッ プ 側 に
片 寄 っ て 位 置 す る と 共 に そ の 力 点 の 作 用 方 向 が 、 上 記 本 体 部 の 略 中 央 に 向 か っ て 接 離 す る
方 向 に な る よ う に 上 記 可 動 操 作 ハ ン ド ル を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 凝 固 切 開 装 置 。
　
　 ２ ． 付 記 １ に お い て 、 振 動 子 と プ ロ ー ブ の 中 心 を 貫 く 長 軸 を 中 心 と し て ク ラ ン プ 部 材 と
振 動 子 と プ ロ ー ブ が 回 転 す る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 凝 固 切 開 装 置 。 　
　 ３ ． 付 記 １ に お い て 、 各 力 点 を 少 な く と も 含 む 範 囲 で 可 動 操 作 ハ ン ド ル の 指 当 て 用 外 表
面 に 滑 り 止 め 用 リ ブ を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 凝 固 切 開 装 置 。 　
　 ４ ． 付 記 １ に お い て 、 可 動 操 作 ハ ン ド ル は 親 指 に よ っ て 操 作 す る こ と を 特 徴 と す る 超 音
波 凝 固 切 開 装 置 。 　
　 ５ ． 超 音 波 を 発 生 す る 振 動 子 を 内 蔵 し た カ バ ー と 、 上 記 振 動 子 か ら の 振 動 を 先 端 に 伝 達
す る プ ロ ー ブ と 、 上 記 プ ロ ー ブ に 対 し て 接 す る 位 置 と 離 れ る 位 置 と で 回 動 す る ク ラ ン プ 部
材 と 、 上 記 カ バ ー に 設 け ら れ 上 記 ク ラ ン プ 部 材 を 開 閉 す る 可 動 操 作 ハ ン ド ル を 有 す る 超 音
波 凝 固 切 開 装 置 に お い て 、 上 記 ク ラ ン プ 部 材 と 振 動 子 と プ ロ ー ブ が 振 動 子 と プ ロ ー ブ の 中
心 を 貫 く 長 軸 を 中 心 と し て 回 転 自 在 で あ り 、 上 記 可 動 操 作 ハ ン ド ル の 操 作 す る 力 点 は 可 動
操 作 ハ ン ド ル の 回 動 中 心 よ り も 手 元 側 に あ り 、 そ の 力 点 の 作 用 方 向 は 上 記 カ バ ー に 接 近 す
る 方 向 と 上 記 カ バ ー か ら 離 れ る 方 向 に な る よ う に 設 け ら れ 、 か つ 上 記 可 動 操 作 ハ ン ド ル の
指 当 て 外 表 面 に は 滑 り 止 め 用 の リ ブ が 設 け ら れ 、 そ の 可 動 操 作 ハ ン ド ル を 親 指 で 操 作 す る
こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 凝 固 切 開 装 置 。 　
　 ６ ． 付 記 １ に お い て 、 可 動 ハ ン ド ル は 、 振 動 子 と プ ロ ー ブ を 貫 く 中 心 軸 を 含 む 平 面 を 境
に 一 方 の 回 動 端 部 に ク ラ ン プ 部 材 を 閉 じ る 操 作 を 行 う 力 点 を 備 え た 第 １ の 指 掛 け 部 を 形 成
し 、 他 方 の 回 動 端 部 に ク ラ ン プ 部 材 を 開 く 操 作 を 行 う 力 点 を 備 え た 第 ２ の 指 掛 け 部 を 形 成
し た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 凝 固 切 開 装 置 。 　
　 ７ ． 付 記 ６ に お い て 、 振 動 子 と プ ロ ー ブ の 中 心 軸 を 中 心 と し て 、 橋 部 材 と 振 動 子 と プ ロ
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ー ブ が 回 転 す る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 凝 固 切 開 装 置 。 　
　 ８ ． 付 記 ６ に お い て 、 ク ラ ン プ 部 材 を 閉 じ る 操 作 を 行 う 力 点 を 備 え た 第 １ の 指 掛 け 部 は
親 指 で 操 作 し 、 ク ラ ン プ 部 材 を 開 く 操 作 を 行 う 力 点 を 備 え た 第 ２ の 指 掛 け 部 は 人 指 し 指 で
操 作 す る 位 置 に 設 け た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 凝 固 切 開 装 置 。 　
　 ９ ． 付 記 ６ に お い て 、 ク ラ ン プ 部 材 を 閉 じ る 操 作 を 行 う ハ ン ド ル と ク ラ ン プ 部 材 を 開 く
操 作 を 行 う ハ ン ド ル と が 一 つ の ハ ン ド ル を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 凝 固 切 開 装 置
。 　
　 １ ０ ． 付 記 １ に お い て 、 振 動 子 と プ ロ ー ブ を 貫 く 中 心 軸 を 含 む 平 面 を 境 に 一 方 の 側 に ク
ラ ン プ 部 材 を 閉 じ る 操 作 を 行 う 力 点 を 備 え た ハ ン ド ル と 、 他 方 の 側 に ク ラ ン プ 部 を 開 く 操
作 を 行 う 力 点 を 備 え る ハ ン ド ル と を 設 け る と 共 に 、 上 記 振 動 子 と プ ロ ー ブ の 中 心 軸 を 中 心
と し て 、 ク ラ ン プ 部 材 と 振 動 子 と プ ロ ー ブ が 回 転 自 在 で あ り 、 上 記 ク ラ ン プ 部 材 を 閉 じ る
操 作 を 行 う 力 点 を 備 え た ハ ン ド ル は 親 指 で 操 作 し 、 ク ラ ン プ 部 材 を 開 く 操 作 を 行 う 力 点 を
備 え た ハ ン ド ル は 人 差 し 指 で 操 作 可 能 で あ り 、 か つ 上 記 ク ラ ン プ 部 材 を 閉 じ る 操 作 を 行 う
ハ ン ド ル と ク ラ ン プ 部 材 を 開 く 操 作 を 行 う ハ ン ド ル と が 一 体 に 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る
超 音 波 凝 固 切 開 装 置 。 　
　 １ １ ． 付 記 １ に お い て 、 力 点 が カ バ ー か ら 離 れ る 方 向 に 可 動 操 作 ハ ン ド ル を 付 勢 す る 弾
性 体 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 凝 固 切 開 装 置 。 　
　 １ ２ ． 付 記 １ に お い て 、 操 作 部 の 本 体 部 が グ リ ッ プ と 可 動 操 作 ハ ン ド ル の 間 に 位 置 し 、
上 記 本 体 部 が 上 記 グ リ ッ プ を 把 持 す る 手 の 掌 の 中 に 位 置 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る
超 音 波 凝 固 切 開 装 置 。 　
　 １ ３ ． 付 記 １ ～ １ ３ に お い て 、 プ ロ ー ブ と 振 動 子 を そ れ ら の 中 心 軸 に 沿 っ て 貫 く 貫 通 孔
を 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 凝 固 切 開 装 置 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 を 示 す 超 音 波 凝 固 切 開 装 置 の 全 体 の 斜 視 図 。
【 図 ２ 】 同 第 １ 実 施 形 態 を 示 し 、 （ ａ ） 、 （ ｂ ） は 可 動 操 作 ハ ン ド ル の 作 用 を 説 明 す る た
め の 側 面 図 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 を 示 す 可 動 操 作 ハ ン ド ル の 側 面 図 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 を 示 し 、 （ ａ ） 、 （ ｂ ） は 可 動 操 作 ハ ン ド ル の 作 用 を 説 明
す る た め の 側 面 図 。
【 図 ５ 】 第 １ ～ 第 ３ 実 施 形 態 に 共 通 す る 超 音 波 凝 固 切 開 装 置 の 全 体 の 斜 視 図 。
【 図 ６ 】 同 じ く 超 音 波 凝 固 切 開 装 置 の 分 解 斜 視 図 。
【 図 ７ 】 同 じ く 超 音 波 凝 固 切 開 装 置 の 分 解 斜 視 図 。
【 図 ８ 】 同 じ く 超 音 波 凝 固 切 開 装 置 の 可 動 操 作 ハ ン ド ル 部 の 斜 視 図 。
【 図 ９ 】 同 じ く ロ ー タ ー の 接 続 構 造 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 １ ０ 】 同 じ く 可 動 操 作 ハ ン ド ル の 着 脱 構 造 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 １ １ 】 同 じ く プ ロ ー ブ と 操 作 棒 の 連 結 構 造 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 １ ２ 】 同 じ く プ ロ ー ブ と 連 結 棒 の 連 結 構 造 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 １ ３ 】 本 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 の 先 端 部 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 １ ４ 】 同 じ く 第 ４ 実 施 形 態 の 先 端 部 を 示 す 操 作 部 の 後 部 の 斜 視 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 １ … 超 音 波 凝 固 切 開 装 置
　 ２ … 操 作 部
　 ３ … 挿 入 部
　 ４ … 処 置 部
　 ５ … グ リ ッ プ
　 ８ … 振 動 伝 達 部 材
１ ０ … 固 定 刃
１ １ … 可 動 刃
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１ ４ … 可 動 操 作 ハ ン ド ル

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】
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摘要(译)

解决的问题：提供一种超声波凝固/切口装置，其操作性优异，即使在长
期操作期间也不会麻木手指，并且具有简单的结构。 解决方案：提供的
可动操作手柄14具有一个手指握持部分，该握持部分可以通过握住把手5
的一只手的拇指指尖旋转，并且可以打开和关闭以打开和关闭可动刀片
142。 当用拇指操作手柄14时的力点位于比可动操作手柄14的旋转中心
更靠近手柄5的握持区域的位置，该握持区域由除一只手的拇指以外的手
指握持，并且 可动操作手柄14的旋转中心被设置成使得力点的作用方向
为朝向操作部2和远离操作部2的方向。 [选型图]图1
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